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（その８）

議案第１８７号

令和元年度川崎市一般会計補正予算
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事業名 事業費 特定財源 一般財源 補正内容

道路照明灯
整備事業費

6,000 6,000 0 新丸子東地下通路照明設備の補修費用を計
上する。

五反田川放水路
整備事業費

9,000 9,000 0 五反田川放水路放流部付近にある、稲田多摩
川公園暫定広場の復旧費用を計上する。

河川維持補修
事業費

46,000 46,000 0 二ケ領用水取水口や上河原堰堤などの河川施
設の復旧費用を計上する。

大小公園整備
事業費

5,000 5,000 0 夢見ケ崎動物公園施設の補修費用を計上する。

多摩川緑地維持
管理事業費

546,000 546,000 0 多摩川緑地の復旧費用（堆積土砂の撤去・処
分、グラウンド補修など）を計上する。

道路維持補修
事業費

1,033,000 1,033,000 0 堆積土砂の撤去・処分費用、業者による緊急
対応費用などの復旧費用を計上する。

水路整備事業費 1,000 1,000 0 樹木の処分費用などの復旧費用を計上する。

公園緑地維持
管理事業費

38,000 38,000 0 樹木の処分費用などの復旧費用を計上する。

合計 1,684,000 1,684,000 0

令和元年台風第１９号による補正予算対応について

１ 台風第19号による建設緑政局関係の概算被害額
(令和元年１１月２０日現在）

●道路 約１１億円
・道路・側溝の清掃、堆積土砂の撤去・処分費用など

●河川 約４６億円
・羽田連絡道路における多摩川の河川内の土砂浚渫費用
・多摩川緑地における堆積土砂の撤去・処分費用、
グラウンド復旧費用、河川施設の復旧費用など

●公園 約５，０００万円
・倒木した樹木等の処分費用など

合計 約５７億５，０００万円

２ 復旧に向けた財政措置の考え方

４ 補正予算（その１）について

建設緑政局関係の被害については、復旧に多額の費用を要する
ことや、財源措置について調整を要することから、令和元年度
補正予算または令和２年度当初予算で対応する。

●速やかな復旧に向け、スピード重視で対応するもの
令和元年度補正予算での対応

●復旧にあたり、事業完了が令和２年度にわたるもの
令和元年度補正予算における債務負担行為の設定で対応

●復旧にあたり、令和２年度の予算措置が必要なもの
令和２年度当初予算での対応

※現在、関係局と調整中

３ 復旧に向けた財源の考え方

●事業費の全額を起債できる「災害復旧事業債」を財源として活用

●公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法等の規定に基づく
災害復旧事業については、国に負担又は補助を求める。
※現在、調整中

●災害復旧事業債や公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法等
の対象とならない事業（工事施行中に被災した場合など）に
ついては、別途、充当可能な国庫補助・市債等を財源として
活用する
※現在、調整中

（１）補正予算（その１）の総括（建設緑政局関係） （単位 千円）

（２）補正予算（その１）の概要（建設緑政局関係） （単位 千円）

（３）債務負担行為補正 （単位 千円）

補正前 補正額 うち台風関係 計

建設緑政費 29,672,809 616,808 612,000 30,289,617

区役所費 14,491,081 1,074,360 1,072,000 15,565,441

合計 44,163,890 1,691,168 1,684,000 45,855,058

事項 期間 限度額 内容

羽田連絡道路整備事業費 令和元年度～
令和２年度

3,000,000 多摩川の河川内に土砂が堆積したため、
必要となる浚渫費用等を計上する。

多摩川緑地維持管理事業費
（災害復旧工事分）

令和２年度 376,000 多摩川緑地の復旧費用（堆積土砂の撤
去・処分、グラウンド補修など）を計上する。

駅前広場等維持補修事業費 令和元年度～
令和２年度

60,000 新丸子東地下通路のエレベーター設備の
補修費用を計上する。

市債

市債

市債

市債

市債

市債

市債

市債

市債
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工事エリア：約70,000m3

航路：約60,000m3
羽田連絡道路

合計 約１３０,０００m3
①

② ③

① 川崎側、上流から望む ② 川崎側、架橋位置から望む ③ 川崎側、下流から望む

項 目 概 要

土砂堆積に伴う
工事費の増額

［３，０００百万円］

○気象や河川環境の影響に伴う工事実施のための維持浚渫の
増工等

土砂堆積に伴う工事費の増額 ３,０００百万円（うち市負担額 ５５０百万円）

4000t級台船

３ 工事の増額予定

４ 補正予算対応

５ 今後の予定
○令和元年度補正予算における債務負担行為の設定（令和元年 第５回定例会 議案提出）
○工事請負契約の変更（令和２年 第１回定例会 議案提出予定）

２ 令和元年台風第１９号による工事への影響
多摩川河口部へ大量の土砂が流入し、航路や工事エリアに土砂が堆積したため、
河川内工事を行うためには、浚渫が必要な状況

浚渫工イメージ 浮島土砂投入状況

１ 羽田連絡道路の進捗状況

B4ベント P4橋脚

架設前（B4ベントーP4橋脚）全景

約70m

橋桁架設完了

橋桁架設状況

年度 令和元年度 令和２年度
月 6 9 12 3 6 9 12 3

工程

施工工程
（変更前）

施工工程
（変更後）

工事進捗に伴う
変更

台風第19号に伴
う変更

○補正予算（第５回定例会）

○補正予算（第４回定例会）

○工事請負契約の変更（第５回定例会）

○工事請負契約の変更（第１回定例会）

下部工 上部工 上部工浚渫工

下部工 上部工

※執行予定額 約２８,２２５百万円（うち市負担額 約６, ２２０百万円）

年度 令和元年度 令和２年度

予算額（第４回定例会補正予算） ３,０６０百万円 ５,５６４百万円

土砂堆積に伴う工事費の増額 ０ ３,０００百万円

合計 ３,０６０百万円 ８,５６４百万円

羽田連絡道路の補正予算対応について
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多摩川緑地の補正予算対応について

きたきた

１ 令和元年台風第19号による多摩川緑地の被害状況
●マラソンコース 約10㎞

土砂堆積約2,600ｍ3 路面剥離約50,000ｍ２

●サイクリングコース
多摩区布田 ピクニック橋坂路法尻流出（通行止め）

●多摩川緑地２７地区(占用面積 約847,000ｍ２）
土砂堆積約27,000ｍ3 ごみ堆積約670ｍ3

運動施設等施設破損（グラウンド表土・基盤流出、バックネット等施設破損）
パークボール場使用停止、バーベキュー広場使用停止
※運動施設等計39施設
一般野球場（13施設）、少年野球場（10施設）、サッカー場（3施設）、
運動場（8施設）、多目的広場（4施設）、陸上競技場（1施設）

３ 補正予算対応

事業名 令和元年度 令和2年度 財源

多摩川緑地維持管理事業費
（災害復旧工事分）

546,000千円 376,000千円
債務負担行為

災害復旧事業債
922,000千円

本復旧に向けた土砂堆積処分、グラウンド補修（流出土補充）などを行う災害復旧
工事については、復旧に多額の費用を要し、事業完了も令和2年度になることから、
令和元年度補正予算で対応する。

※サッカー場のダスト補修、野球場グラウンド整備、ネットなどの施設復旧などの工事
については、令和２年度当初予算での対応で調整中

４ 今後の予定

多摩川緑地位置図

２ 被害への対応状況
可及的速やかな復旧に向け、既存の予算枠などを活用し、マラソンコース

から順次土砂の撤去等の災害復旧緊急工事を実施中

① 北見方地区 ③ 古市場地区② 丸子橋地区

写真 ③

写真 ②
写真 ①

項目 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

緊急補修工事

災害復旧工事
令和元年度予算（補正予算）

災害復旧工事（債務負担）
令和２年度予算（１０月末まで）

施設復旧工事
工期　令和２年11月～令和３年
３月末まで

緊急工事

復旧工事

契約準備設計

設計 契約準備

施設復旧工事

国と
調整

多摩川緑地

公園・緑地
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